
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 東日本カップ 2016 第 90 回関東大学サッカーリーグ戦  第 4 節 

連続ドローという結果に肩を

落とす選手たち 

（撮影：織原祥平） 

[駒]47 分大谷真史(c)   [流]37 分桜井将司(c)  
[駒]85 分金 大生（c）     [流]78 分桜井将司(c)  

[流]78 分桜井将司(cs) 

※データの左側が駒大 

警告(C)／退場(S) 

[シュート]2:9 [GK]11:9 ［CK］4:7 [直接 FK]9:23 

[間接 FK]2:4 [主審] 宇治原拓也 [観衆]489 人 

 

[間接 FK]2:3 [主審]藤原 暢央  [観衆]480 人 

R Y U T U K E I Z A I  

GK㉒オビ パウエルオビンナ(1) 

DF㉘本村武揚(1) 

DF③橋本直哉(4) 

DF④塚川孝輝(4) 

DF⑤守田英正(3) 

MF㉝尾嵜鉄平(3) 

(66 分⑯久保和己(2)) 

MF㉚桜井将司(4) 

MF②小池裕太(2) 

MF㉔原岡 翼(1) 

(92 分㉜相澤祥太(2)) 

FW⑪渡邉新太(3) 

FW⑩ジャーメイン良(3) 

S U B 

GK㉑西岡佑馬(3) 

DF⑬宮内雄希(3) 

MF⑥中谷航大(3) 

MF㉓吉田 光(3) 

MF⑰金 永洙(3) 

  MANAGER 

古賀 聡 

 

 

KOMAZAWA 

GK㉑輪島稜(3) 

DF㉛初芝政弘(3) 

DF④宮坂瑠(4) 

DF㉟星キョーワァン(1) 

DF②熱川徳政(3) 

MF⑥種岡岐将(4) 

MF⑯大塲淳矢(2) 

(68 分⑧桑原智(4)) 

MF⑪金 大生(4) 

(86 分⑰大村英哉(3)) 

MF⑱中原 輝(2) 

FW⑩吉岡雅和(4) 

FW⑨大谷真史(4) 

(74 分㉙小口大司(3)) 

S U B 

GK㉒角井栄太郎(2) 

DF⑤鈴木啓晃(4) 

DF㉞小川礼太(1) 

MF㉔安藤 翼(2) 

   MANAGER 

秋田浩一 

 

 

 

 

 

         

 

               

 

得点者（ｱｼｽﾄ） 

(0-0) 

(0-0) 
駒大

４４ 

流経大 0 0 

4 月 23 日 14：00 龍ヶ崎市陸上競技場たつのこフィールド 

 

決定機作れず、連続ドロー 
 
 開幕 3 節を 1 勝 1 分け 1 敗で終

えリーグ戦４位につける駒大は、

第４節、リーグ戦１０位の流経大

と対戦し０－０のスコアレスドロ

ーに終わった。 

 前半は駒大にとって厳しい展開

となった。流経大が主導権を握り、

素早いドリブル突破と、パスワー

クで好機を演出していく。駒大は

流経大の攻撃陣に得点のチャンス

こそ与えたものの、今期リーグ最

少失点数に抑えている DF 陣のプ

レッシングや、GK 輪島稜(経３)の

ファインセーブなどで応戦。流経

大からの計６本ものシュートを耐

えしのぎ、前半を折り返す。 

 後半は、防戦一方に終始した駒

大が盛り返す展開となる。ボール

を保持する時間が増え、攻撃サッ

カーへと転じたのである。ところ

が、駒大伝統の戦法である縦への

ロングパスを使ったサイドカウン

ター攻撃がうまく機能しない。駒

大の唯一の決定機は後半７０分に

訪れた。CK から金大生(現４)が頭

で合わせたが、これはゴールポス

ト左側へそれていった。 

 

 

 

結局両チームともゴールネット

を揺らすことはなく試合は終了

した。 

試合後、秋田浩一監督は「今日は

負けに近い引き分けだった。前半

は動き出しが遅かったし、ボール

を拾いにも行けなかったから決

定的な場面を作られた。相手も攻

撃が遅かったからその辺は助か

った」と試合を振り返った。一方

選手たちは、前後半合わせて２本

のシュートにとどまった攻撃力

のなさに危機感を募らせる。MF

を務めた種岡岐将(文４)は、「もう

１度チームを立て直して、奪った

ボールを大切にしてサイドから

攻撃する駒大サッカーをやって

勝ちたい」と攻撃陣の復活を誓っ

た。 

リーグ戦は今節も引き分けたこ

とにより６位に後退したものの、

３位明治大との勝ち点差はわず

かに２。次節国士舘大戦勝利に向

け、着々と準備を進めている。 

          (柴崎拓見) 


